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2021 年度 研修終了報告
研修名 ：E2.新人を育てる―第 2 回―（全３回）
実施日時：2021 年 7 月 14 日（水 13:30～17:00
アドバイザー：青島恵美子（東邦大学看護学部 講師）
       中嶋秀明 （東邦大学健康科学部 助教）   
       吉野尚一 （東邦大学医療センター大森病院 教育専従師長補佐）
       工藤智佳子（東邦大学医療センター大橋病院 師長）
       治田敦子 （東邦大学医療センター佐倉病院 教育専従師長）
方法  ：オンライン形式（ZOOM 使用）
参加者 ：21 名（大森 14 大橋 4 佐倉 3）
目的  ：成人学習の原理・原則・方法を理解し、東邦大学の看護を担う看護師を育成するリーダーとし

ての役割について考える
目標  ①成人学習の原理原則を踏まえた教育・指導の在り方を理解することができる
    ②東邦大学および各看護部の理念に基づいた新人教育を理解することができる
    ③教育方法・環境について所属部署の現状を分析・評価し、新人教育担当者としての自分の役割

を考えることができる

【受講者アンケート結果】n＝18 回答率 81％

■学びになったこと・興味深かったことなど（抜粋）
・新人の傾向や特性
・1 回目の講義を踏まえ、部署の現状評価と新人教育担当者として行うべきことを客観視することができ
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た。他病院のスタッフと活発な意見交換ができた。
・悩みや状況を共有でき、新人教育のヒントになる学びが沢山あった。
・私は新人教育担当者にはまだなったことが無いので、皆さんの経験か考え方を直に伺うことができ勉強
になりました。
・振返りにプロセスレコードを用いる事に共感を得た。
・他部署も同じような課題があることが知れた。他部署の取り組みや工夫が知れた。
・コーチング、ティーチングの使い話やクリニカルラダーによって役割を決めている等とても興味深かっ
たです。
・先輩看護師の新人の気持ちを理解しようと取り組めるように、『出来ない原因はなんだろう』とフォロー
者にも問いかけることで、フォロー側もフォロー方法を振り、相乗効果につながることが分かった。
・大橋、佐倉の状況も聞けて、よかった。悩んでいることはどこも同じだなと思った。
・悩んでいることやわからないことに対して様々な意見が得られました。また、病棟の現状を分析するに
あたって、自分には抜けていた視点に気づけました。

■意見・感想など（抜粋）
・今回 zoom での参加はとても良かったです
・オンライン研修受講にあたり、キャリア支援セクションの手厚いサポートがあり安心して受講できた。
・新人教育担当をさせて頂くのが初めてであり、日々自分のやり方で合っているのだろうか。1 年生やフォ
ロー者は戸惑っていないのかと毎日不安でした。しかし講義やグループワークで助言を頂いたことで、部
署の現状を多角的評価することやスタッフとの連携の大切さなど自己の役割を再確認出来、日々の不安を
軽減することができました。
・Zoom で GW 初めてで不安でしたが、思っていたより満足度が高かったです。
・毎回とても学びになります。
・意見交換することでの気づきもたくさんあり、とても勉強になります。
・新人へのポジティブフィードバックが重視されやすいが、改めて指導者へも同様にしていくこと、病棟
全体で教育していきたいと思った。

■まとめ
全 3 回の 2 回目の研修でした。今回は、事前課題として取り組んだ部署の教育ビジョンや部署分析結果

を踏まえた理想の新人教育像や自身の役割、指導の工夫案をもとに、3 病院混合メンバーにアドバイザーを
加えた小グループでのディスカッションを行いました。アンケートの結果にあるように、受講生は他部署
の取り組みや工夫を聞くことで自部署の計画を修正するきっかけにする、同様の悩みを抱えている仲間の
存在に気付くなど多くの学びを得ていました。研修の総合的な評価も 94％の方が「非常に満足」「満足」と
回答しており、満足度の高い研修になりました。

この 5 か月後、受講生は 3 回目の研修として自身の学びを活用した教育計画やその実践報告を予定して
います。


